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第1図　1995年以降の日本の活断層研究．

1．はじめに

活断層とは，過去から繰り返し活動し，今後も活
動する可能性のある断層のことである．したがって，
活断層の過去の活動履歴を詳細に知ることによって，
将来の予測をすることが可能である．日本の活断層の
活動間隔は，一般的に千年ないし数万年程度と言わ
れており，このような長期間の事象を記録しているの
は地質学的，地形学的な情報でしかありえない．そ
の意味で，地形・地質学的な情報として地表に残さ
れた断層変位は，過去の断層活動を知る唯一の方法
と言える．また，地形・地質学的な情報には，「断層
の活動時期」「断層の位置・形状」「断層のずれの量」
という3つの要素が含まれており，「いつ」「どこで」
「どの程度の」という地震の予測に必要な3要素のす
べてに対して情報を与えることが可能であることも，
地形・地質学的な調査の重要性を示している．

2．日本の活断層調査研究の流れと産総研の活
断層調査研究

1995年の兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）を
契機として，日本の地震調査研究を統一的に推進す
るため，政府に地震調査研究推進本部が設置された
（第1図）．その施策のもとで，全国98の断層帯が基盤
的調査観測対象として選定され，それらの活断層に
ついて集中的に詳細調査が実施された．調査は10年
間かけて実施され，その結果は活断層の長期評価と
して個別に公表されるとともに，2005年には「全国を
概観した地震動予測地図」がとりまとめられ公表され
た．
産総研では，前身の工業技術院地質調査所時代か
ら，この地震調査研究推進本部の活断層調査の一翼
を担うとともに，2005年には産総研独自の方法で活
動セグメントごとのパラメータを計算した全国主要活
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断層活動確率地図を出版した（吉岡ほか, 2005）．こ
の地図は，あえて地震調査研究推進本部とは異なる
評価手法を用い，評価手法の多様性を示すという意
味でも画期的なものであった．
2005年以降は，地震調査研究推進本部としても，

2004年までの評価結果を受けて，地震発生危険度の
高い活断層を集中的に調査する重点的調査観測活
断層調査と，調査が不十分な活断層の追加・補完調
査が実施され，産総研がその大部分の調査を受託
し，実施している．産総研では，これら国の施策に基
づく活断層調査と並行して，過去の地震像の解明と
より高度な活断層の認定・評価を目指した研究とし
て，モデルフィールドでの集中・重点的な調査研究を
「車の両輪」として推進し，地形・地質学的調査結果
に基づく「統計モデル」と，モデルフィールドでの先端
的な研究に基づく「物理モデル」の双方から，より高
度で高精度な地震発生予測を目指している．

3．当面の調査研究課題

3.1  沿岸海域活断層調査

近年に発生した被害地震を見ると，2005年の福岡
県西方沖の地震（M＝7.0），2007年の能登半島地震
（M＝6.9），同じく2007年の新潟県中越沖地震（M＝
6.8）と，沿岸海域の活断層の活動による被害地震が
頻発しており，沿岸海域の活断層の詳細な調査の必
要性が取り上げられるようになった．これを受けて，
2009年度から，文部科学省の委託事業として，沿岸海
域の活断層調査が開始された．産総研は，2009年度
の調査を中核機関として受託し，再委託先と協同し
て，雲仙断層群北部，雲仙断層群南東部，西山断層
帯，菊川断層帯，岩国断層帯，五日市断層帯の6断
層帯について調査を進めている．今後も年間数断層
帯ずつの調査を予定している．

3.2  主要活断層の追加・補完調査

1995年から実施された活断層調査の成果は，地震
調査研究推進本部地震調査委員会でとりまとめられ，
活断層の長期評価として2004年度までに公表された
が，断層帯によっては，将来の地震発生確率が十分
に絞り込めなかったものや，確率が求められなかっ
たものも残された．これらについて補完的な調査を
行うとともに，新たに基盤的調査観測の対象となった

12の断層帯について追加調査を行うことが，地震調
査研究推進本部の方針として示され，平成17年度か
ら文部科学省の委託事業として進められている．産
総研では，北海道立地質研究所と財団法人 地域地
盤環境研究所の協力を得ながら，2005年度には10断
層帯，2006年度には9断層帯，2007年度には8断層
帯，2008年度には8断層帯の調査を実施し，2009年
度も5断層帯の調査を実施中である．

3.3  過去の地震像解明のための調査研究

さらに，より高度な地震発生予測のために，従来の
調査手法を発展させた，新たな手法による調査研究
も進めている．
滋賀県の琵琶湖西岸断層帯は，大都市近郊に位置
する活動度A級の活断層であるが，これまで過去の
断層活動時期について具体的なデータが得られてい
なかった．これは，この断層帯が逆断層で，変形帯の
幅が広いためトレンチ調査では変形を捉えきれない
ことが1つの原因であった．また，調査候補地が軟弱
で地下水位が高く，大規模なトレンチを掘削するのが
困難であった．そのため，断層を横切る長さ250m以
上の範囲で47本のジオスライサーを連続して掘削し，
地下の地層の連続を捉えた．その結果，約1,000年前
の地層が変形しているのが確認され，歴史記録にあ
る1185年の地震の際にこの琵琶湖西岸断層帯が活
動した可能性が高まった（Kaneda et al., 2008）．
一方，トルコ北部を横断する北アナトリア断層で

は，20世紀に連鎖的な活動による地震があったこと
が知られているが，そのうち1942年地震断層で，断層
の横ずれ量を復元するため，複数のトレンチを縦横に
配置した3Dトレンチ調査を実施した（本特集号口絵1
を参照）．その結果，1回前の1668年の地震の際の変
位量が，1942年の変位量より有意に大きく，最大数倍
に及ぶことが確認された（近藤, 2009）．1668年の地
震は，歴史記録から複数の活動セグメントが連動して
破壊した地震であると言われており，この地点がセグ
メント境界近くにあたることから，少なくともこの地点
では，セグメント連動に伴って変位量が大きくなった
可能性がある．仮にそうだとすると，過去の活動の変
位量を詳細に解明することにより，過去の連動型地震
の発生頻度を知ることが可能となる．今後，他の場
所でもこのような変位量の変化を詳細に把握すると
ともに，数値シミュレーションや地殻応力測定などに



地表での活断層調査からわかること ―13―

2009年 11月号

基づいて，どのような場所で，どのような条件で活断
層が連動するのかをモデル化することによって，連動
型地震の将来予測ができるものと考えられる．

3.4  地表で認定しにくい活断層の評価手法の開発

2008年岩手・宮城内陸地震の地震断層のように，
地形から認定することが困難な活断層の評価手法の
開発も重要な課題である．産総研では，山地内の横
ずれ断層や，厚い堆積層に覆われた地域の断層など，
地表で認定しにくい活断層の評価手法についての研
究も進めている．
まず山地内の横ずれ断層については，航空レーザ
ー測量による詳細DEM（数値標高モデル）から微細
な断層変位地形を抽出する研究を実施している．こ
れにより，従来の空中写真では判読不能であった植
生に覆われた微地形についても判読が可能となり，
活断層の客観的な認定にも大きく貢献するものと思
われる．また，その地形データを解析処理することに
より，浸食等の地形変化速度を定量的に求めること
ができれば，これまで不可能であった堆積物のない
場所での活動時期の評価が可能となることが期待さ
れる．また，地形変化による活断層の「見えにくさ」を
定量化できれば，「活断層の見落とし」と言われてい
るものに対しての一定の評価が可能となることが期待
される．
一方，厚い堆積層に覆われているため，明瞭な断

層変位地形が出現しにくい活断層については，段丘
面の詳細測量による広域的な変動の把握や，反射法
探査断面に基づくバランス断面法による三次元断層
形状の復元等により，地下の震源断層の活動性を評
価する試みを行っている．

4．まとめ

今年度より発足した活断層・地震研究センターで
は，内陸地震の総合的な予測を中心的な課題の1つ
に掲げている．そのためには，従来からの地形・地
質学的手法をさらに発展させるとともに，地球物理学
的な手法を積極的に取り入れる必要がある．
当面5年間の到達目標としては，
1．陸域および海域の活断層情報の充実．
2．過去の地震像の解明
3．活断層の認定・評価手法の高度化
の3つの課題について，
・陸海合わせて20断層帯以上の調査を実施する．
・日本の長大活断層（糸静線など）での連動モデル
を構築する．

・ひとまわり小さい規模の地震の評価モデルを作成
する．

・断層の見えにくさについての合理的な判定基準を
作成する．

の4つの目標を設定し，これらを達成するための研究
活動を続けていく所存である．
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